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Surveys of Plankton (Aquatic Microorganisms) Communities in Rice Fields
Eisuke KIKUCHI,  Yuya TAKAGI and Shuichi SHIKANO
　Abstract : Although rice fields are artificially and temporally maintained under waterlogged 
conditions only for 2-3 months in Japan, the floodwater includes a high diversity of planktonic species 
which is the basal component in the food web of rice field ecosystem. The aims of the present study 
are to describe the general successional pattern in rice field plankton including micro algae and 

















































報告されている（Kikuchi et al., 1975）．
　また，単細胞緑色鞭毛藻類から糸状性接合藻類への
遷移は，日本国内の水田で共通にみられることが示唆























で，慣行肥料の水田 2 枚と無窒素肥料の水田 1 枚を調
査した．愛子地区の水田では，調査する水田を固定せ
ず，広く一帯の水田の状況をみて，水の濁りやミドロ
の生え具合の違う水田を選び，1 回の調査で 4 枚以上
の水田を調査した．なお，2 日連続で調査した場合に





190 ml）を用い，各 1 枚の水田 5 カ所以上の場所から，
全体で 500 ml となるように採水し，混合した後プラ
























































































































鞭毛藻類 ・浮遊藻類 ・微小動物の個体数 （No./mℓ) ： ＊ ,  ≦ 10 ； ＊＊ , 10 ～ 100 ； ＊＊＊ , 100 ～ 1000 ； ＊＊＊＊ , 1,000 ～ 10,000 ； ＊＊＊＊＊ , 10.000 ～ 100,000.
糸状藻類とノストックの被度 (%) ： ＊， ＜５ ； ＊＊， ５～ 10 ； ＊＊＊， 15 ～ 35 ； ＊＊＊＊， 35 ～ 75 ； ＊＊＊＊＊， ≧ 75.
ミジンコ類の個体数 （No./L） ： ＊， ≦ 10 ； ＊＊， 10 ～ 100 ； ＊＊＊， 100 ～ 500 ； ＊＊＊＊， ≧ 500.
表１． 鹿島台水田 （東北大学湛水生態系野外実験施設） のプランクトン （水中微小生物） の消長
－ 11 －
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表の各列にはそれぞれ 1枚の水田の出現生物を示す．
鞭毛藻類 ・浮遊藻類 ・微小動物の個体数 （No./mℓ) ： ＊ ,  ≦ 10 ； ＊＊ , 10 ～ 100 ； ＊＊＊ , 100 ～ 1000 ； ＊＊＊＊ , 1,000 ～ 10,000 ； ＊＊＊＊＊ , 10.000 ～ 100,000.
糸状藻類の被度 (%) ： ＊， ＜５ ； ＊＊， ５～ 10 ； ＊＊＊， 15 ～ 35 ； ＊＊＊＊， 35 ～ 75 ； ＊＊＊＊＊， ≧ 75.
ミジンコ類の個体数 （No./L） ： ＊， ≦ 10 ； ＊＊， 10 ～ 100 ； ＊＊＊， 100 ～ 500 ； ＊＊＊＊， ≧ 500.




　愛子地区水田の調査は 5 月 18 日に開始した，多く
の水田は田植え後１週間ほどで，この時期には代かき
は終わっているが，まだ田植え前の水田もあった．藻











ナベナも 6 月中旬（ 6 月 14 ～ 15 日）まで多くの水田
に出現した．湛水初期の藻類について特徴的なことと




















































告されている（Kikuchi et al., 1975）．また，見上・宍
戸（1988）は宮城県小牛田農林高校の学校田において，
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